
このまちの１００年

「北九州」

上空からみた北九州 小倉エリア

大正期の若松市街の中心部の様子

鹿児島本線の起点、門司港駅。現在も使われてい
る二代目駅舎 小倉の中心部にある魚町商店街

昭和11年に小倉に開店した、井筒屋本店と西鉄北九州
線の路面電車

昭和33年に移転・開業した小倉駅。商業施
設、ホテルなども入る民衆駅（駅ビル）となった

門司の桟橋通り。左の建物は、昭和9年に横浜正金銀行門司支店として建設されたもの
で、現在も残っている

戦国時代に小倉城が築城され、江戸期には城下町も発達。明治期以降、一帯では陸
軍関連や貿易、炭鉱、製鉄などの産業が発展を見せます。昭和38年、門司・小倉・八
幡・若松・戸畑の5市が合併し北九州市が誕生しました。
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